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〔
事
実
〕
最
高
裁
は
、
本
件
の
事
実
関
係

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
認
定
し
た
。

「
株
式
会
社
甲
工
務
店
（
以
下
甲
と
い
う
。
）

は
、
埼
玉
県
東
松
山
市
内
の
宅
地
一
四
九
六
平

方
メ
ー
ト
ル
（
以
下
「
本
件
土
地
」
~
と
い
う
。
）

を
地
上
の
作
業
所
兼
倉
庫
等
の
建
物
五
棟
と
と

も
に
所
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
振
り
出

し
た
小
切
手
が
不
渡
り
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
八
年
二
月
二
八
日
、
債
権
者
の
一
人
で
あ

る
株
式
会
社
乙
（
以
下
乙
と
い
う
。
）
の
要
求

に
よ
り
、
》
同
社
に
本
件
土
地
及
び
地
上
建
物
の

管
理
を
委
ね
た
。
乙
が
取
得
し
た
権
利
は
、
地

上
建
物
の
賃
借
権
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
本
件

土
地
の
利
用
権
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
乙
は
、
同
月
下
旬
、
右
の
権
利
を
競
売
物

件
の
売
買
仲
介
業
を
営
む
丙
株
式
会
社
（
以
下

P
最
高
裁
平
成
二
年
一
二
月
九
日
第
一
小
法
廷
決
定

（
秤
”
動
露
軸
癖
一
口
麺
侮
四
号
、
）

刑
集
五
三
巻
九
号
一
三
七
頁
、
判
時
一
六
九
八
号

一
六
○
頁

〔
参
照
条
文
〕
刑
法
二
三
五
条
の
二

L
た
士
地
に
大
量
の
廃
棄
物
を
堆
積
さ
せ
た
行
為

に
つ
き
不
動
産
侵
奪
罪
が
成
立
す
る
と
さ
れ
た

事
例

所
有
者
に
よ
る
現
実
の
支
配
管
理
が
困
難
に
な
っ

刑
事
判
例
研
究
二
第
四
五
回

｜
刑
事
判
例
研
究
会

〔
決
定
要
旨
〕
上
告
棄
却
。

「
以
上
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て

は
、
本
件
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
甲
は
、
代
表

者
が
行
方
を
く
ら
ま
し
て
事
実
上
廃
業
状
態
と

な
り
、
本
件
土
地
を
現
実
に
支
配
管
理
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
本
件

土
地
に
対
す
る
占
有
を
喪
失
し
て
い
た
と
は
い

丙
と
い
う
。
）
に
譲
り
渡
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、

甲
は
、
代
表
者
が
家
族
と
も
ど
も
行
方
を
く
ら

ま
し
た
た
め
、
事
実
上
廃
業
状
態
と
な
っ
た
。

建
築
解
体
業
を
営
む
被
告
人
Ｘ
は
、
同
年
三
月

五
日
、
丙
か
ら
右
の
権
利
を
買
い
受
け
て
、
本

件
土
地
の
引
渡
し
を
受
け
た
後
、
こ
れ
を
廃
棄

物
の
集
積
場
に
し
よ
う
と
企
て
、
そ
の
こ
ろ
か

ら
同
月
三
○
日
こ
ろ
ま
で
の
問
に
、
従
業
員
で

あ
る
被
告
人
Ｙ
と
と
も
に
、
本
件
土
地
上
に
建

設
廃
材
や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等
の
混
合
物
か

ら
な
る
廃
棄
物
約
八
六
○
六
・
六
七
七
立
方
メ

ー
ト
ル
を
高
さ
約
一
三
・
一
二
メ
ー
ト
ル
に
堆

積
さ
せ
、
容
易
に
原
状
回
復
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
よ
う
に
し
た
。
」

鈴
木
左
斗
志

可
〔

評

釈

〕

一
「
占
有
」
（
二
四
二
条
・
’
’
五
四
条
）
と

「
占
有
」
三
五
二
条
）
の
関
係

１
~
客
体
が
不
動
産
で
あ
る
場
合
に
は
、
動

産
の
場
合
と
異
な
っ
て
、
『
現
実
に
支
配
管
理

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
態
に
な
っ
た
」
か
ら
と

い
っ
て
そ
の
所
在
が
不
明
に
な
る
と
い
つ
た
こ

~
と
ま
で
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
そ
れ
が
権
利
者
の
「
占
有
を
離
れ
」
三

五
四
条
）
る
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ

な
い
（
こ
の
点
を
と
ら
え
て
、
学
説
の
中
に
は
、
不

動
産
の
場
合
に
は
権
利
者
に
占
有
の
意
思
が
あ
る
限

り
「
占
有
」
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
見
解
も
あ
る

〔
た
と
え
ば
、
注
釈
刑
法
⑥
七
九
頁
〔
田
宮
裕
］
、
臼

井
滋
夫
「
不
動
産
侵
奪
罪
」
不
動
産
法
大
系
Ⅵ
四
九

○
頁
な
ど
〕
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
知
人
を
通
じ

て
未
登
記
の
不
動
産
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
所

在
を
聞
い
て
関
係
書
類
を
受
け
取
る
前
に
知
人
が
失

蹉
し
て
し
ま
い
、
・
所
在
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
が

ま
っ
た
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
場

え
ず
、
ま
た
、
被
告
人
ら
は
、
本
件
土
地
に
つ

い
て
の
一
定
の
利
用
権
を
有
す
る
と
は
い
え
、

そ
の
利
用
権
限
を
超
え
て
地
上
に
大
量
の
廃
棄

物
を
堆
積
さ
せ
、
容
易
に
原
状
回
復
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
本
件
土
地
の
利
用

価
値
を
喪
失
さ
せ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ

う
す
る
と
、
被
告
人
ら
は
、
甲
の
占
有
を
排
除

し
て
自
己
の
支
配
下
に
移
し
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
か
ら
、
被
告
人
両
名
に
つ
き
不
動

産
侵
奪
罪
の
成
立
を
認
め
た
原
判
決
の
判
断

は
、
相
当
で
あ
る
。
」

合
を
想
定
す
る
と
、
そ
の
不
動
産
は
知
人
の
失
除
に

よ
っ
て
占
有
離
脱
物
に
な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
）
。
そ
の
意
味
で
、
客
体
が
不
動
産
の
場

合
に
は
、
動
産
の
場
合
よ
り
も
「
占
有
」
三

四
二
条
・
二
五
四
条
）
の
内
容
が
緩
和
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
本
決
定
要
旨
の
前
半
部
分
は
、
お

そ
ら
く
以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
甲
に
「
占

有
」
を
認
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

他

方

で

、

右

の

よ

う

な

「
占
有
」
に
つ
い
て
の
本
決
定
要
旨
前
半
部
分

の
考
え
方
を
前
提
に
す
る
と
、
客
体
が
不
動
産

で
あ
る
場
合
に
は
、
横
領
罪
の
成
立
す
る
余
地

が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来
の
判
例
ｄ
通
説

は
、
窃
盗
罪
・
不
動
産
侵
奪
罪
と
横
領
罪
の
間

の
限
界
設
定
の
問
題
を
「
占
有
の
帰
属
（
所

在
）
」
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
（
判
例

と
し
て
、
た
と
え
ば
、
大
判
明
治
四
四
・
一
二
・
一

五
刑
録
一
七
輯
二
一
九
○
頁
、
大
判
大
正
七
・
二
・

六
刑
録
二
四
輯
三
二
頁
、
大
判
昭
和
二
一
・
二
・

二
六
刑
集
二
五
巻
五
○
頁
）
。
つ
ま
り
、
形
式
的

に
同
じ
く
「
占
有
」
と
い
う
文
言
が
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
の
「
占
有
」
三

四
二
条
・
二
五
四
条
）
と
横
領
行
為
者
の
「
占

有
」
三
五
二
条
）
の
内
容
を
一
致
さ
せ
~
て
考

え
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
間
に
二
者
択

一
の
関
係
を
認
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
す
る
と
、
客

体
が
不
動
産
で
あ
る
場
合
に
は
、
本
決
定
要
旨

前
半
部
分
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
所
有
者
の
「
占

有
」
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
は
あ
ま
り
想

定
で
き
な
い
た
め
、
横
領
罪
の
成
立
す
る
余
地
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は
ほ
と
ん
ど
あ
り
え
な
く
な
る
。
そ
う
な
る

と
、
不
動
産
に
対
す
る
侵
害
行
為
は
不
動
産
侵

奪
罪
に
よ
っ
て
の
み
処
罰
さ
れ
る
、
と
い
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
（
本
件
の
弁

護
人
は
、
上
告
理
由
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の

主
張
を
し
て
い
る
）
。

２
①
し
か
し
、
こ
こ
で
、
右
の
よ
う
な
問

題
点
を
意
識
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
従
来
の

判
例
・
通
説
の
見
解
を
検
討
し
な
お
し
て
み
る

と
、
実
は
、
判
例
・
通
説
は
、
す
く
な
く
と
も

客
体
が
不
動
産
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
か

な
ら
ず
し
も
前
記
の
よ
う
な
考
え
方
を
貫
徹
さ

せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。
す
な
わ
ち
、
周
知
の
よ
う
に
、
判
例
・
通

説
は
、
客
体
が
不
動
産
で
あ
る
場
合
、
横
領
罪

の
成
立
要
件
で
あ
る
「
占
有
」
三
五
二
条
）
の

内
容
に
つ
い
て
、
「
事
実
的
支
配
の
ほ
か
に
法

律
的
支
配
を
含
む
」
と
解
釈
し
、
そ
の
意
味
で

「
横
領
罪
に
お
け
る
『
占
有
」
は
窃
盗
罪
に
お

け
る
よ
り
も
広
い
内
容
を
盛
ら
れ
る
」
と
理
解

し
て
き
た
（
以
上
の
引
用
部
分
は
、
い
ず
れ
も
団

藤
重
光
「
刑
法
綱
要
各
論
〔
第
三
版
皀
六
三
五

頁
）
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
具
体
的

に
は
、
登
記
名
義
人
（
た
と
え
ば
、
大
判
明
治
四

四
・
二
・
三
刑
録
一
七
輯
三
二
頁
）
、
処
分
権
限
を

も
つ
者
（
未
成
年
者
の
法
定
代
理
人
に
つ
い
て
、

大
判
大
正
六
・
六
・
二
五
刑
録
二
三
輯
六
九
九
頁
）
、

登
記
済
証
・
白
紙
委
任
状
等
を
あ
ず
か
っ
て
い

る
者
（
た
と
え
ば
、
福
岡
高
判
昭
和
五
三
・
四
・
二

四
判
時
九
○
五
号
一
二
三
頁
）
な
ど
と
い
っ
た

「
そ
の
不
動
産
を
第
三
者
に
処
分
し
う
る
地
位
」

に
あ
る
者
が
横
領
罪
の
主
体
と
し
て
認
め
ら
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
考
え
方
か

ら
、
客
体
が
動
産
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、

倉
荷
証
券
（
大
判
大
正
七
・
一
○
・
一
九
刑
録
二

四
輯
一
二
七
四
頁
）
な
ど
の
物
権
的
有
価
証
券

の
所
持
者
に
は
、
寄
託
物
自
体
に
対
す
る
「
占

有
」
三
五
二
条
）
が
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。

も
っ
と
も
、
学
説
の
中
に
は
、
前
記
の
「
占

有
の
帰
属
（
所
在
）
」
と
い
う
考
え
方
を
あ
く

ま
で
も
形
式
的
に
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
立
場

か
ら
、
右
の
よ
う
な
判
例
・
通
説
に
よ
る
「
占

有
」
（
二
五
二
条
）
解
釈
が
も
つ
理
論
的
意
味

を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
す
る
見
解
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
窃
盗
罪
の
場
合
と
異
な
り
、
横

領
罪
に
お
い
て
は
、
横
領
行
為
者
に
物
の
占
有

が
存
在
す
る
」
（
山
口
厚
「
問
題
探
究
刑
法
各
論
』

一
九
○
頁
）
と
し
て
「
占
有
の
帰
属
（
所
在
）
」

を
あ
く
ま
で
も
形
式
的
に
二
者
択
一
に
と
ら
え

る
こ
と
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
「
侵
害
の
対

象
と
し
て
『
占
有
』
の
存
在
が
問
題
と
な
る
の

で
は
な
い
：
…
・
横
領
罪
に
お
い
て
は
、
．
．
…
・
不

法
な
領
得
に
よ
る
所
有
権
侵
害
が
可
能
で
あ
る

限
り
、
保
護
の
必
要
上
、
そ
れ
を
処
罰
範
囲
に

取
り
込
む
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
が
〔
右
の

判
例
・
通
説
に
よ
る
『
占
有
」
（
二
五
二
条
）
解
釈
〕

の
理
由
で
あ
る
」
（
山
口
・
前
掲
書
一
七
九
頁
）

と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
見
解

に
よ
れ
ば
、
右
の
判
例
・
通
説
の
解
釈
に
よ
っ

て
横
領
行
為
者
に
「
占
有
」
（
二
五
二
条
）
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
反
射
的
に
、
所
有
者
は

「
侵
害
の
対
象
と
し
て
〔
の
〕
占
有
」
（
二
四
二

条
．
二
五
四
条
）
を
失
う
こ
と
に
な
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
見
解
に
は
根
本
的
な

疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
所
有
者
に
「
占

有
」
（
二
四
二
条
・
二
五
四
条
）
を
認
め
る
べ
き

か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
単
に
横
領
行
為
者
と

の
関
係
だ
け
か
ら
決
め
る
こ
と
の
で
き
る
問
題

で
は
な
く
、
第
三
者
に
よ
る
侵
害
か
ら
の
保
護

と
い
う
局
面
ま
で
を
考
慮
し
た
う
え
で
決
定
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
具
体
的
に
考
え
て
も
、
た
と
え
ば
、
所

有
者
自
身
が
居
住
し
て
い
る
土
地
・
家
屋
が
第

三
者
の
領
得
行
為
に
よ
っ
て
原
状
回
復
不
可
能

な
程
度
に
侵
害
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
土
地
・
家
屋
の
登
記
済
証
・
白
紙
委
任
状
等

が
他
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
か
ら
と
い
う
だ
け

で
、
不
動
産
侵
奪
罪
の
成
立
を
否
定
す
る
、
と

い
う
結
論
は
受
け
入
れ
難
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

②
さ
ら
に
、
動
産
を
客
体
と
す
る
場
合
一

般
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
考
え
て
も
、
そ
も
そ

も
「
占
有
」
（
二
五
二
条
）
が
認
め
ら
れ
る
場
合

（
Ⅱ
所
有
者
と
占
有
者
の
間
に
委
託
信
任
関
係
が
認

め
ら
れ
る
場
合
）
と
は
、
財
物
が
所
有
者
の
利

用
過
程
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
場
合
な
の
で
あ
る

か
ら
、
す
く
な
く
と
も
第
三
者
に
よ
る
侵
害
か

ら
の
保
護
と
い
う
局
面
に
限
定
し
て
考
え
る
か

ぎ
り
、
一
般
的
に
、
所
有
者
自
身
が
直
接
占
有

し
て
財
物
を
利
用
し
て
い
る
場
合
と
区
別
し
て

取
り
扱
う
べ
き
実
質
的
理
由
は
存
在
し
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
実
は
、
右
の
点
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
最
決
平
成
六
・
七
・
一
九

刑
集
四
八
巻
五
号
一
九
○
頁
が
、
Ａ
所
有
の
財

物
を
あ
ず
か
っ
て
保
管
し
て
い
た
Ｂ
か
ら
第
三

者
Ｃ
が
窃
取
し
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
Ｂ

、

、

、

、

に
占
有
を
委
ね
て
い
た
所
有
者
Ａ
も
窃
盗
罪
の

被
害
者
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い

る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
右
の
平
成
六
年
決
定
に

よ
っ
て
、
た
と
え
財
物
の
「
占
有
」
を
他
人
に

委
ね
て
も
、
す
く
な
く
と
も
第
三
者
に
対
す
る

関
係
で
は
、
所
有
者
は
「
占
有
」
（
二
四
二
条
・

二
五
四
条
）
を
失
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明

確
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
鈴
木
左
斗
志

「
刑
法
に
お
け
る
「
占
有
』
概
念
の
再
構
成
」
学
習

院
大
学
法
学
会
雑
誌
三
四
巻
二
号
一
七
五
頁
以
下
を

参
照
。
も
っ
と
も
、
学
説
の
中
に
は
、
あ
く
ま
で
も

「
占
有
の
帰
属
（
所
在
）
」
の
二
者
択
一
を
形
式
的
に

貫
徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
、
右
の
平
成
六
年

決
定
が
所
有
者
Ａ
を
窃
盗
罪
の
被
害
者
に
し
た
こ
と

の
理
論
的
意
味
に
つ
い
て
、
「
奪
取
者
に
よ
る
損
壊

等
の
事
後
的
処
分
が
、
い
わ
ゆ
る
不
可
罰
的
事
後
行

為
と
し
て
別
罪
を
構
成
し
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
」

必
要
が
あ
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
、
と
理
解
す
る
見

解
も
あ
る
〔
山
口
・
前
掲
書
一
○
三
頁
〕
。
つ
ま
り
、

「
占
有
者
に
対
す
る
占
有
侵
害
と
所
有
者
に
対
す
る

所
有
権
侵
害
と
を
併
せ
て
、
二
三
五
条
の
適
用
に
よ

り
、
窃
盗
罪
の
成
立
を
肯
定
」
〔
山
口
・
前
掲
言
一

○
一
頁
〕
し
た
も
の
と
し
て
、
平
成
六
年
決
定
を
理

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

に
所
有
者
自
身
の
「
占
有
」
〔
二
四
二
条
．
二
五
二

条
〕
の
問
題
と
は
切
り
離
し
て
平
成
六
年
決
定
を
理

解
す
る
見
解
の
趣
旨
を
つ
き
つ
め
て
い
く
と
、
た
と

も

、

え
ば
、
所
有
者
が
遺
失
し
て
し
ま
っ
た
財
物
を
横
領

し
た
者
〔
二
五
四
条
〕
か
ら
、
さ
ら
に
第
三
者
が
窃

取
し
た
、
と
い
う
場
合
に
お
い
て
さ
え
、
財
物
を
遺

、

、

、

、

失
し
た
は
ず
の
所
有
者
が
窃
盗
罪
の
被
害
者
に
な
る

と
い
う
奇
妙
な
結
論
を
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
で

あ
ろ
う
〔
鈴
木
・
前
掲
論
文
二
○
四
頁
以
下
を
参

照
〕
。
そ
の
意
味
で
、
平
成
六
年
決
定
の
趣
旨
に
つ
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い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
た
と
え
直
接
的
に
は
他

人
が
占
有
し
て
い
る
財
物
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
占
有

が
所
有
者
に
よ
っ
て
委
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
財
物
が
所
有
者
の
利
用
過
程
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
す
く
な
く
と
も
第
三
者
に
対
す

る
関
係
で
は
、
所
有
者
は
「
占
有
」
〔
二
四
二
条
・

二
五
四
条
〕
を
失
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に

し
た
も
の
だ
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
）
。

３
以
上
の
検
討
を
前
提
に
す
る
な
ら
ば
、

横
領
罪
と
い
う
犯
罪
は
、
む
し
ろ
、
所
有
者
が

「
占
有
」
（
二
四
二
条
．
二
五
四
条
）
し
て
い
る
財

物
（
Ⅱ
所
有
者
の
利
用
過
程
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
財

物
）
を
対
象
に
す
る
犯
罪
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
す
く
な
く
と
も
所
有
者
が
受
け
る
被
害
の

内
容
・
実
態
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
限
り
、

委
託
し
た
財
物
を
領
得
し
た
の
が
第
三
者
な
の

か
、
そ
れ
と
も
受
託
者
自
身
な
の
か
に
よ
っ

て
、
実
質
的
な
違
い
が
生
じ
る
と
は
思
わ
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
前
提
に
し
た
う

え
で
、
窃
盗
罪
・
不
動
産
侵
奪
罪
と
横
領
罪
の

間
の
限
界
は
、
む
し
ろ
、
横
領
行
為
者
の
「
占

有
」
三
五
二
条
）
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
占
有
」

三
五
二
条
）
と
は
、
横
領
行
為
者
が
所
有
者
か

ら
認
め
ら
れ
た
財
物
に
対
す
る
支
配
状
況
・
状

態
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
効
果
、

①
財
物
に
対
す
る
事
実
的
な
侵
害
を
内
容
と
す

る
領
得
行
為
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
法

定
刑
を
「
五
年
以
下
の
懲
役
」
に
減
軽
し
、
ま

た
、
②
財
物
に
つ
い
て
の
権
利
関
係
を
変
動
さ

せ
る
と
い
う
形
式
の
領
得
行
為
が
お
こ
な
わ
れ

た
場
合
に
は
、
⑦
刑
罰
に
よ
る
介
入
の
時
期
を

早
め
る
（
Ⅱ
も
し
も
「
占
有
」
〔
二
五
二
条
〕
が
認

め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
財
物
を
第
三
者
に
処
分
し
た
行

為
者
は
、
窃
盗
罪
・
不
動
産
侵
奪
罪
の
間
接
正
犯
・

共
犯
〔
Ⅱ
現
実
に
侵
害
行
為
を
お
こ
な
う
の
は
、
所

有
権
等
の
取
得
を
主
張
し
て
実
際
に
「
占
有
」
を
侵

害
す
る
者
〕
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
と
く
ら
べ
て
、
「
占
有
」
〔
二
五
二
条
〕
が
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
刑
罰
に
よ
る
介
入
の
時
期
が
早
ま

る
）
と
と
も
に
、
①
法
定
刑
を
「
五
年
以
下
の

懲
役
」
に
減
軽
す
る
、
と
い
う
効
果
を
付
与
す

る
こ
と
の
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
限
界

づ
け
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
、
と
理
解
す
る

べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
①
⑧
の
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
検
討
す

る
と
、
ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、

「
雇
人
力
雇
主
ノ
居
宅
一
一
於
テ
物
品
ヲ
販
売
ス

ル
場
合
」
（
前
掲
大
判
大
正
七
・
二
・
六
）
に
は

「
占
有
」
（
二
五
二
条
）
は
認
め
ら
れ
ず
、
「
雇
主

か
ら
商
品
の
配
達
を
命
ぜ
ら
れ
て
顧
客
宅
ま
で

配
送
す
る
場
合
」
（
「
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法

〔
第
二
版
〕
第
一
三
巻
』
三
四
四
頁
〔
吉
本
徹
也
〕
）

に
は
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
後
者
の
場

合
、
利
用
過
程
内
に
あ
る
財
物
を
奪
取
さ
れ
る

と
い
う
意
味
で
の
被
害
の
内
容
・
実
態
は
前
者

と
異
な
ら
な
い
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
被
害
を

受
け
る
危
険
性
の
高
い
支
配
状
況
・
状
態
を
行

為
者
に
委
ね
る
こ
と
を
所
有
者
自
身
が
承
認
し

て
い
る
と
い
う
事
情
の
存
在
が
、
法
定
刑
を
減

軽
す
る
方
向
に
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ぎ

に
、
②
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
「
不
動
産

を
第
三
者
に
処
分
し
う
る
地
位
」
を
所
有
者
か

ら
委
ね
ら
れ
て
い
る
者
が
領
得
意
思
に
も
と
づ

い
て
そ
の
不
動
産
を
第
三
者
に
処
分
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
後
に
「
占
有
」
三
四
二
条
・
二
五

四
条
）
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
が
高
い
た
め

に
、
そ
の
処
分
の
段
階
で
刑
罰
に
よ
る
介
入
を

認
め
る
べ
き
必
要
性
が
高
い
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
支
配
状
況
・
状
態
を
行
為
者
に
委
ね
る
こ

と
を
所
有
者
自
身
が
承
認
し
て
い
る
た
め
に
、

法
定
刑
が
減
軽
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

「
不
動
産
を
法
律
上
処
分
す
る
こ
と
の
可
能
な

地
位
を
全
く
有
せ
ず
、
単
に
他
人
名
義
の
不
動

産
を
事
実
上
管
理
し
て
い
る
者
（
た
と
え
ば
賃

借
人
な
ど
）
」
（
吉
本
・
前
掲
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
三

四
三
頁
）
の
場
合
に
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
が

認
め
ら
れ
な
い
た
め
に
、
「
占
有
」
（
二
五
二
条
）

は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
も
っ
と
も
、
本

稿
一
一
２
に
お
け
る
検
討
を
参
照
）
。

以
上
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
す
る
な
ら

ば
、
本
決
定
要
旨
前
半
部
分
の
結
論
は
支
持
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。

二
不
動
産
に
対
す
る
事
実
的
横
領
行
為
と

「

占

有

」

（

一

一

五

二

条

）

１
不
動
産
を
侵
害
し
た
者
が
賃
借
権
を
も

っ
て
い
た
場
合
、
そ
の
刑
事
責
任
の
成
否
に
つ

い
て
は
、
東
京
高
判
昭
和
五
三
・
三
・
二
九
高

刑
集
三
一
巻
一
号
四
八
頁
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
判

断
を
下
し
て
い
る
。
「
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
き

他
人
の
土
地
に
つ
ぎ
適
法
に
占
有
を
取
得
し
た

者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
占
有
を
失
わ
な
い
限

り
、
民
事
上
債
務
不
履
行
の
問
題
は
起
こ
り
え

て
も
、
不
動
産
侵
奪
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
そ
し
て
、
そ
の
理
は
、
…
…
賃
借
人
に
お

い
て
、
賃
貸
人
に
無
断
で
契
約
所
定
の
用
途
を

変
更
し
て
賃
借
地
を
使
用
し
た
場
合
で
も
あ
て

は
ま
る
。
も
っ
と
も
、
。
…
・
・
用
途
の
変
更
が
新

た
な
占
有
の
取
得
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
格
別

で
あ
る
」
。
右
の
「
用
途
の
変
更
が
新
た
な
占

有
の
取
得
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
の
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
、
東
京
高
裁
は
、
最
決
昭
和
四

二
・
二
・
二
刑
集
二
一
巻
九
号
二
七
九
頁

（
板
塀
で
囲
み
上
部
を
ト
タ
ン
板
で
覆
っ
て
あ
る
他

人
所
有
の
土
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
の
黙
認
の
も
と

に
建
築
資
材
な
ど
の
置
き
場
と
し
て
使
用
し
て
い
た

被
告
人
が
、
台
風
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
囲
い
が
倒
壊

し
た
後
、
所
有
者
が
工
事
中
止
を
強
硬
に
申
し
入
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
の
周
囲
に
高
さ
二
・
七

五
メ
ー
ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
構
築

し
、
そ
の
上
を
ト
タ
ン
板
で
覆
っ
て
、
建
築
資
材
な

ど
を
置
く
倉
庫
と
し
て
使
用
し
た
、
と
い
う
事
案
。

最
高
裁
は
、
原
審
で
あ
る
大
阪
高
判
昭
和
四
二
・

五
・
一
二
高
刑
集
二
○
巻
三
号
二
九
一
頁
の
つ
ぎ
の

よ
う
な
判
断
を
是
認
し
て
い
る
。
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
容
易
に
除
去
し
え
な
い
半
永
久
的
な

工
作
物
で
あ
る
こ
と
を
．
．
：
・
・
考
慮
す
る
と
、
。
：
．
：
被

告
人
の
本
件
土
地
に
対
す
る
占
有
は
右
コ
ン
ク
リ
ー

ト
塀
の
築
造
を
境
と
し
て
従
前
の
一
時
使
用
の
態
様

か
ら
侵
奪
へ
と
質
的
に
変
化
を
遂
げ
た
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
」
）
を
指
示
し
て
い
る
。

本
件
の
事
案
に
お
け
る
侵
害
の
程
度
は
、
右

の
最
高
裁
昭
和
四
二
年
決
定
の
事
案
と
比
較
し

て
も
、
は
る
か
に
重
大
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
意
味
で
、
本
決
定
が
、
被
告
人
と
甲

の
間
に
賃
貸
借
契
約
が
結
ば
れ
て
い
る
事
案
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
被
告
人
ら
は
、

。
：
…
そ
の
利
用
権
限
を
超
え
て
地
上
に
大
量
の

廃
棄
物
を
堆
積
さ
せ
、
容
易
に
原
状
回
復
を
す
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る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
本
件
土
地
の

利
用
価
値
を
喪
失
さ
せ
．
…
：
、
甲
の
占
有
を
排

除
し
て
自
己
の
支
配
下
に
移
し
た
」
と
判
示

し
、
本
件
を
「
民
事
上
の
債
務
不
履
行
の
問

題
」
と
し
て
の
象
片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
で

き
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
自
体
は
、
理
解
で
き

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
の
事
案
に
お
い

て
成
立
す
る
財
産
犯
罪
は
、
ど
う
し
て
横
領
罪

で
は
な
く
て
不
動
産
侵
奪
罪
な
の
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
本
決
定
の
事
案
で
は
、
前
掲
の
最

高
裁
昭
和
四
二
年
決
定
の
事
案
と
は
異
な
っ

て
、
被
告
人
が
「
地
上
建
物
の
賃
借
権
及
び
こ

れ
に
付
随
す
る
本
件
土
地
の
利
用
権
」
（
刑
集

五
三
巻
九
号
二
一
八
頁
）
を
取
得
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
が
も
し
も
不
動
産
で
は
な
く
、
動
産
を
客

体
と
す
る
事
案
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
当

然
、
横
領
罪
が
成
立
す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

右
の
点
に
関
し
て
、
学
説
の
中
に
は
、
客
体

が
不
動
産
で
あ
る
場
合
の
「
占
有
」
（
二
五
二

条
）
の
内
容
を
、
「
そ
の
不
動
産
を
第
三
者
に

処
分
し
う
る
地
位
」
に
限
定
し
て
理
解
す
る
見

解
が
あ
る
（
た
と
え
ば
、
藤
木
英
雄
「
経
済
取
引

と
犯
墾
三
八
頁
）
。
右
の
見
解
は
、
お
そ
ら

く
、
不
動
産
を
客
体
と
す
る
場
合
の
横
領
行
為

の
内
容
を
、
も
っ
ぱ
ら
「
法
律
上
〔
の
〕
処

分
」
（
藤
木
・
前
掲
箇
所
）
に
限
定
し
て
理
解

し
、
「
事
実
的
な
横
領
行
為
」
を
排
除
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
も
し
も
不
動
産
に
つ
い
て
だ
け
「
事
実
的

な
横
領
行
為
」
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
し

て
し
ま
う
と
、
実
態
と
し
て
は
同
じ
こ
と
を
お

こ
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
体
が
動

産
か
不
動
産
か
と
い
う
違
い
だ
け
で
、
一
方
は

五
年
以
下
の
懲
役
、
他
方
は
一
○
年
以
下
の
懲

役
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味

で
、
不
動
産
に
つ
い
て
も
「
事
実
的
な
横
領
行

為
」
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
（
本
件
の
被
告
人
の
行
為
も
こ
れ

に
該
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
二
五
二
条
の
「
占
有
」
の
内
容
は
一

元
的
に
「
そ
の
不
動
産
を
第
三
者
に
処
分
し
う

る
地
位
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
問
題
と
な
る
横
領
行
為
の

具
体
的
内
容
に
対
応
し
て
「
占
有
」
（
二
五
二

条
）
の
内
容
も
定
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ

り
、
横
領
行
為
が
事
実
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
対
応
し
て
、
「
占
有
」
の
内
容
も
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
方
が
合
理

的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
こ
の

よ
う
な
横
領
行
為
の
内
容
と
「
占
有
」
〔
二
五
二
条
〕

の
内
容
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
稿
－
３
に

お
け
る
検
討
を
参
照
）
。

も
し
も
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
件
の
被
告
人
の
場
合
、

本
件
土
地
の
利
用
権
を
甲
か
ら
認
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
す
る
限
り
、
「
占
有
」

（
二
五
二
条
）
を
否
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

３
し
か
し
、
本
件
の
事
案
に
は
、
さ
ら

に
、
被
告
人
に
「
占
有
」
（
二
五
二
条
）
を
認
め

る
べ
き
か
否
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
考
盧

さ
れ
る
べ
き
事
情
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ち
、
最
高
裁
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
原
審

の
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
一
方
で
、
被
告
人

は
、
「
新
た
な
廃
棄
物
集
積
場
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
：
…
・
本
件
土
地
・
建
物
を
紹
介
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
・
・
…
・
こ
れ
を
購
入
す
る
こ
と
に

し
」
た
の
で
あ
る
（
刑
集
五
三
巻
九
号
二
五
二

頁
）
。
ま
た
、
他
方
で
、
丙
は
、
「
被
告
人
ら
が

本
件
土
地
を
廃
棄
物
集
積
場
と
し
て
利
用
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
本
件
土

地
・
建
物
の
利
用
権
を
被
告
人
…
…
に
譲
り
渡

し
」
た
の
で
あ
る
（
刑
集
五
三
巻
九
号
二
五
五

頁
）
・右

の
よ
う
な
事
実
関
係
を
前
提
に
す
る
な
ら

ば
、
被
告
人
の
「
占
有
」
（
二
五
二
条
）
を
基
礎

づ
け
る
は
ず
の
利
用
権
は
、
実
は
、
甲
と
の
信

任
関
係
に
も
と
づ
い
て
被
告
人
に
譲
り
渡
さ
れ

た
も
の
で
は
な
ぐ
、
む
し
ろ
、
被
告
人
と
丙
の

共
働
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
本
件
侵
害
結

果
に
い
た
る
ま
で
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
の

、
、
、
、

ひ
と
こ
ま
と
し
て
、
丙
か
ら
被
告
人
に
譲
り
渡

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
不

動
産
を
客
体
に
す
る
「
事
実
的
な
横
領
行
為
」

と
い
う
も
の
の
存
在
が
承
認
さ
れ
た
と
し
て

も
、
右
の
よ
う
な
所
有
者
と
の
間
の
信
任
関
係

に
も
と
づ
か
な
い
利
用
権
を
根
拠
と
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
被
告
人
に
「
占
有
」

（
二
五
二
条
）
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
結
論
と
し

て
は
、
被
告
人
に
よ
る
廃
棄
物
投
棄
・
堆
積
行

為
は
、
横
領
罪
で
は
な
く
、
不
動
産
侵
奪
罪
と

し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
厳
密
に
い
え
ば
、
丙
の

横
領
行
為
へ
の
関
与
に
対
す
る
評
価
と
右
の
不
動
産

侵
奪
罪
と
の
理
論
的
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

か
、
と
い
う
点
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
紙
幅
の
制
限
か
ら
、
こ
の
点
に

つ
い
て
の
検
討
は
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
い
）
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
被
告
人
に
対
し
て
不
動

産
侵
奪
罪
の
成
立
を
認
め
た
本
決
定
の
結
論
は

支
持
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

本
件
を
担
当
さ
れ
た
調
査
官
の
解
説
と
し

て
、
朝
山
芳
史
・
ジ
ュ
リ
一
一
七
六
号
九
六

頁
。
そ
の
ほ
か
の
評
釈
・
解
説
と
し
て
、
高
部

道
彦
・
警
論
五
三
巻
四
号
一
二
七
頁
以
下
、
斉

藤
豊
治
・
平
成
二
年
度
重
判
解
（
ジ
ュ
リ
一

一
七
九
号
）
一
五
九
頁
以
下
、
大
塚
裕
史
・
法

教
二
三
九
号
一
二
六
頁
以
下
、
鈴
木
左
斗
志
・

判
例
セ
レ
ク
ト
二
○
○
○
（
法
教
一
面
六
号
別
冊

付
録
）
三
四
頁
等
。

（
す
ず
き
。
さ
と
し
Ⅱ
学
習
院
大
学
教
授
）


